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月 日 四月 四月 2 3 4 28 l . 
(cm) 5.2 5.4 3.7 4.5 4.6 































云ミ I n I m 皿 V w I vn I困 IK Xllxnl金年
。 。。。。。。。。。。。。。
1 -0.16 -0.11 -0.16 -0.12 -0.14 -0.17 -0.10 0.07 0.09 0.15 0.01 -0.10 -0.05 
2 -0.21 -0.19 -0.19 -0.20 -0.33 一0.25 0.23 0.47 0.28 0.18 0.01 ""/0.24 -0.04 
3 -0.35 -Q.24 -0.23 0.01 一0.29-0.18 0.45 0.57 0.38 0.26 0.02 -0.23 0.01 
4 -0.46 -0.29 -0.20 0.29 -0.01 -0.03 1.02 。:80 0.62 0.41 0.12 -0.22 0.17 
5 -0.57 -0.40 -0.19 0.60 0.17 0.18 1.55 1.00 0.63 0.45 0.12 -0.20 0.28 
6 -0.62 -0.59 -0.14 0.85 0.43 0.38 1.87 1.42 0.81 0.47 0.24 -0.20 0.41 
7 -0.70 -0.61 -0.04 1.09 0.06 0.60 2.22 1.76 0.98 0.48 0.26 -0.20 0.54 
8 -0.63 -0.99 0.07 1.09 1.19 1.32 2.98 2.00 1.18 0.74 0.35 -0.14 0.76 
9 -0.60 -1.13 0.19 1.36 1.41 1.52 3.25 2.06 1.31 0.84 0.45 -0.05 0.88 
10 -0.64 -1.59 0.20 1.62 1.69 1.70 3.38 2.04 1.14 0.77 0.54 0.07 0.91 
11 -0.77 -1.67 0.27 1.71 1.87 1.80 3.33 1.97 0.93 0.73 0.44 0.11 0.89 
12 -0.97 -1.67 0.33 1.84 1.90 1.89 3.07 1.97 0.76 0.51 0.42 0.12 0.85 
13 -1.15 -1.81 0.37 1.90 1.91 1.87 2.02 1.92 0.30 0.29 0.42 0.13 0.73 
14 -1.19 -1.91 0.36 2.01 1.8l 1.80 2.42 1.36 0.01 0.22 0.33 0.18 0.62 
15 -1.15 -1.83 0.47 2.Q4 1.74 1.72 1.97 0.90 -0.40 0.21 0.25 0.21 0.51 
16 -0.97 -1.47 0.56 1.98 1.77 1.50 1.50 0.54 -0.56 0.08 0.25 0:32 0.46 
17 -0.76 -1.30 0.59 1.84 1.54 1.32 1.18 0.30 -0.77 -0.05 0.25 0.33 0.37 
18 -0.46 -0.89 0.57 1.71 1.29 1.12 1.02 -0.02 -0.85 -0.16 0.20 0.41 0.33 
19 -0.36 -0.43 0.51 1.39 1.13 0.98 0.83 -0.50 -0.88 -0.19 0.09 0.46 0.15 
20 -0.08 -0.11 0.40 0.91 0.70 0.85 0.62 -0.57 -0.83 -0.20 0.02 0.44 0.18 
21 0.02 -0.04 0.34 0.49 0.53 0.60 0.35 -0.67 -0.92 -0.22 -0.02 0.35 0.08 
22 0.08 -0.03 0.16 0.30 0.27 0.27 0.01 -0.69 -0.64 -0.19 -0.02 0.18 -0.03 
















































































































































































































8). C. A. Taylor: Rainfall-penetraticn and Consumptive Use of "¥Vater. Calif._ D1V. Water Re-















































宇 援 幅 位 相 角
月
一 日 日 主買 一 日 項 丘ド 日 項
cm CIlI 
1 0.49 0.23 3590 42' 2800 29' 
2 0.92 0.23 8 58 238 25 
3 0.37 0.07 240 4 229 20 
4 1.06 0.18 203 20 171 50 
5 1.11 0.10 202 34 284 43 、
6 1.01 0.16 196 47 296 34 
7 1.61 0.27 161 59 276 54 
8 1.34 0.14 143 40 22 51 
9 1.01 0.18 114 51 328 15 
10 0.45 0.06 127 50 322 17 
1 0.24 0.03 168 58 296 33 
12 0.31 0.08 ， 259 33 246 6 
金 年 0.45 0.09 169 56 276 34 
sllll nUll 
気 盤 0.28 0.47 103
0 3' 3120 59' 
(209 )‘
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求めて見たが，第4表の如く宇日項は一日項に比し，一月分の外は 1/5-1/10程度の徴量
である。其れ位の徴量は祭温の費化にもあるし測定の誤差や業他の不規則でも調和分析の
上には出て来るでるらう。然るに他方，気盤の日蜜化は阿蘇では宇日項が一日項より1.7
倍近くもあるから，水位ー日蟹化の原因としては到底受入れられぬ。
叉風の数果も考へて見ft。或月の如きは山谷風の轄換時刻と水位の昇降時とが近い様に
も見えたからである。然し一年分の観測が揃った後口検討;a加へたところ，とても風の作
用ではないことが分った。位相もさうであるが，各月の平均風速値が全く水位日費化の各
月相違ぞ説明し得ないのである。
IV.結論
前述0)所論を要約すれば
1) 吾->-<1ま阿蘇黒川で一年中規則正しい水伎の自費化あることを確認した。
零解期以外の自然的河水位日襲化は従来殆んど報告に接せぎる所なので，全く議想外で
あった0
2) 其の水依日費化の振幅は教糎程度であるが，盛夏に最大で七月には平均3.5cm，八月
じは平均2.8cmである。日によっては 5cmぞ超ゆる事も少くない。本川の平水時は水深
僅か七八十糎にすぎないから，五糎の襲化は賞に6-7%1にも及ぶわけでるる。巌寒一二月
にも頗る顕著で二月には平均振幅2cmほどある。三月と十一二月は最も小さく 0.6-0.8cm
にすぎない。
3) 水位.日費化の位相は，暖季の四月よわ十一月までと冬季の一二月とで正反封になり，
暖季は董聞に高水位冬季は援聞に高水位である。三月と十二月とは南挙の轄換期で，振幅
が最小な詐りでなく位相も雨期の中聞になる。-
4) 轄換の妖況は三月を境之するものが特に顕著で，二月と四月の水位日型化曲線は互
に全く鏡の影像の如く殆んど相等しき大きの費化が正反射の位相を以て相謝する。而して
両者の合成が三月の餐化に殆んと一致する。
十二月を境とした縛換はそれほど迄にはないが，然し十一月と一月とは略除影像闘係を
呈し，十二月の費化は大韓前後雨且の中間に産うる。
5) 暖季の水位日費化振幅は大関気温に上倒jして増減する。但し気温上昇期の三月より
(210 ) 
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七月迄の方が，祭温下降期の八月より十二月迄よりも，多少水位ーの振幅が大きいρ 叉四月
は比較的異常に大きし六月は異常に小さいQ
6) 以上の結果から水位日費化の原因として1暖策は蒸瑳特に水源地帯の植物蒸散作用
に蹄し，冬季は零解水に蹄した。暖季の水位日餐化振幅が気温に比例するのは蒸散が兼温
に正比例するからである。叉四月より七月までが八月よわ十一月迄よりも水位饗化が幾分
大なるのは植物の護育期と凋落期の蒸散差により，叉四月の過大は新芽の伸長新葉の護展
に特別多量の水分を吸牧する震であり，六月の過小は梅雨時の集費抑制によると解した。
i) 暖気日費化の最高水位は午前9-10時頃でも最低水位は20時頃になわ，気温の最低最
高時よわ遅いが，之は策温最低最高時は蒸散速度の最小最大を意味するまでで，結局水位
上昇叉は下降速度の最急:なるを示すに過ぎないから?ざと解樺し7こ。市して米園に於ける植
物の蒸散による地下水日費化賓測例を引用してそれが殆んど黒川水位日費化と同位ー相なる
ことを傍輩とした。詳しく言へば南者の聞に1-2時間の位相差はあるが，之は黒川の水源
地から量水所に~7k0)l:f1現する時間に該嘗することを指摘した。
8) 冬季の日費化原因は雲解水の作用である。水源地に於ける零汁の護生は暖季の蒸散
による水分奪取と恰度反作用になるから，位相が暖季と正反射になって然るべきである。
阿蘇の零は春に持越すことはなく，多中に消えるのである。
9) 以上の断案に達する迄に，擬結水や気塵，風などの作用も検討したが，水位日費化
の原因としては受け取れぬことを設い?と。
絡わに量水設備及び観測費は皐術振興舎第 4 特別委員舎の費用によ~'R.。叉観測は主と.
して竹原久氏之に営り，其の監替には南葉助教授を煩はした。弦に厚く謝意を述ぺる。
、
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